
世田谷区立平和資料館 所蔵品紹介 

戦争と教育 

 

・ 教育勅語 

 太平洋戦争までの教育の基本方針を定めたもの。卒業式な

どの式典で校長が奉読（朗読）した他、児童にも全文の暗唱が

強く求められました。親孝行などの 12 の徳目が述べられており、

12番目の項目として「天壌無窮ノ皇運ニ扶翼スベシ（天皇が治

める国の為に盡くさなければなりません）」と書かれています。 

・木銃（軍事訓練） 

 体錬科（体育）の授業の一つに、軍事訓練がありまし

た。右の写真は、代沢国民学校の生徒たちの疎開先での

授業の様子で、手に持っているのは木銃（木製の模造銃）

です。平和資料館では、木銃の実物も展示しています。 

・墨塗り教科書 

 終戦後、昭和 20年 9月 20日の文部次官通牒の指示により、それ

までの国定教科書の内容のうち、戦意高揚に関する部分などが塗りつ

ぶされました。戦争が終わり、教育方針を根本から転換する必要に迫

られたことを示すものです。 

「教育」は、どんな社会を目指すのか、何を「善い」こととするのかに大きく影響す

るものです。人々の価値観が大きく変化していった、太平洋戦争の最中から戦後に

かけて、教育のあり方もまた大きく変わっていきました。「教育」のあり方から、当時

の激動の社会が見えてきます。 
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